
歴史が静かに眠る場所



まるで歴史の小道を散歩しているような、別世界の魅力がある。植民地時代に建てられた、古典的なヨー

ロッパ建築の謎を反映した建物、片方には静かなアラビア海の威厳、もう一方には、この地域一帯に張り

巡らされた中国の漁網。さらに、おいしい料理を提供する飲食店が軒を連ねている。体験と感情のメドレ

ーがあなたを温かく包み込み、何度でも戻ってきたくなる。Fort Kochi は、往時の町並みが残る、見逃せ

ない観光地です。

かつてポルトガル、オランダ、イギリスの入植地であったFort Kochiは、現在ではKochi 市の重要な一部

となっている。世界中から観光客が訪れる。ここで、ビーチ、バックウォーター、モニュメントなど、

Kerala の真髄を体験することができる。あなたの一生の思い出に残る休暇を歓迎します!









このビーチは地元の人々にも旅行者にも人気の場所だ。



生命力溢れる海岸、Fort Kochi のビーチは、Kochi が自分自身を讃える場所である。単なるビーチで

はない。様々な体験が絵のように美しい景色に集約される場所なのだ。

太陽に照らされた砂浜、中国の漁網、遊歩道、土地の緑、そして紺碧の海の広大さ- その美しさはま

さに詩的だ。このビーチからは、息を呑むような夕日の眺めが楽しめ、時には港を行き来する巨大な

貨物船が通り過ぎることもある。

また、ポルトガル人によって建設された、インドで最初のヨーロッパ要塞である歴史的なImmanuel

要塞の遺跡にも出くわすだろう。そのほか、Fort Kochi ビーチから目と鼻の先には、その地のいくつ

かの観光スポットがある。このビーチは、Kochi で最もスリリングな祝祭イベントのひとつである有

名なCochin Carnival の会場でもあり、大晦日には盛大な祭典が行われる。古いものと新しいものの

融合を楽しんで、あなたは言葉を失うことだろう。

うっとりするような雰囲気





神性と見事な建築の遭遇
St Francis Church は、ヨーロッパ人がインドに建てた最も古い教会のひとつであり、この地域がポルトガル、

オランダ、イギリスの時代を経て、何世紀にもわたって変化してきたことを知る静かな証人として立っている。

教会は 1503年に建てられた。St Francis Church はの歴史は、ポルトガルのフランシスコ修道士が Kochi に来

た時にさかのぼる。1616 年に再開されたこの教会は、ポルトガルの守護聖人であるサント・アントニオに捧げ

られた。 何世紀にもわたって、この建物は、ヨーロッパからの様々な侵略を受け、多くの変化を遂げた。様々

なヨーロッパの建築様式への生きた賛辞であり、内からも外からも素晴らしい景観を見ることができる。1498

年にKeralaの海岸に到達したポルトガルの船乗りヴァスコ・ダム・ガマは、1524年にこの地を3度目に訪れた

際に亡くなった。彼は St Francis Church で火葬された。しかし、彼の遺骨は数年後にポルトガルに持ち帰られ

た。このような豊かな歴史と建築の栄光を持つ教会は、訪れなければならないスポットである。



Chinese fishing net を背景にした夕日は圧巻



これらの愉快な不思議は、⾧い間、Kochiの顔であり、さまざまな意味であり続けている。夕日を背

に青い海一面に広がるこれらの美しい建造物の眺めは、宝物のような光景だ。

Chinese Fishing Nets あるいは Malayalam 語で ‘Cheenavala’ は、中国の探検家・鄭和によって

Kochi に伝えられたと考えられている。1350 年から 1450 年の間に、この網はこの地域一帯に設置

された。主に漁具として使用されたこれらの網は、今日、旅行者や観光客を大いに楽しませている。

チーク材や竹の柱で作られたこれらの建造物は、たいてい高さ10メートルで、網を取り付けた腕木

を載せており、通常は約20平方メートルの面積に広がっている。魅力的な視覚的スペクタクルであ

ると同時に、非常に多産な漁法でもある。この網を使った漁を垣間見たいなら、早朝か夕方に訪れ

てみてほしい。

絵になる体験



神性と歴史が融合し、視覚的な楽しみを提供する場所



何処を切り取っても壮大
インドにある 8つのバシリカ聖堂のひとつ、Santa Cruz Basilica は、神性の住処であり、豊かな歴史を持つ記

念碑である。その独特の壮麗さと歴史的重要性で有名なバシリカは、Fort Kochi観光で必ず訪れるべき場所だ。

この堂々たる建造物の建設は、16世紀にポルトガル総督 Dom Francisco de Almeida が当時の Cochin のマハ

ラジャから許可を得たときに始まった。1505年 5 月 3日は、聖十字架の発明の祝日にちなんで、基礎工事の日

として選ばれた。こうして教会は Santa Cruz と名付けられた。何世紀にもわたり、教会は様々な構造変化を遂

げ、取り壊しや改築も行われた。1905年、現在の教会が神に捧げられた。1984 年、その歴史的重要性と聖性

を考慮し、大聖堂の地位をバシリカに昇格させたのは教皇 John Paul2 世であった。壮麗な外観とゴシック様式

の内装は、バシリカを他の建造物とは一線を画すものである。今日では、Cochin 教区の大聖堂でもある。





インド最古のヨーロッパ人墓地であるオランダ人墓地は、今日、植民地支配と拡張の時代に失われたオラ

ンダ人の命を伝える記念碑となっている。墓地内の104の墓はすべて典型的なオランダ建築様式で建てら

れている。

この墓地には、この地域のオランダ政権の多くの知事、司令官、その他の役人が埋葬されている。1724

年に聖地化されたこの墓地は、Fort Kochi で最も訪問者の多いスポットのひとつである。城壁に囲まれ、

墓は花崗岩と赤ラテライトで作られている。墓碑銘には古いオランダ文字が刻まれている。しかし、この

墓地は豊かな歴史を持つ記念碑的建造物であるにもかかわらず、ほとんどの時間は閉鎖されている。外か

ら眺めることしかできないかもしれない。特別な要望があれば、墓地は見学者のために開放される。墓地

は南インド教会が管理している。



礼拝堂に隣接する1760年に建てられた高さ 45フィートの時計塔



深い歴史の反映
「華麗」という言葉が、この驚異的なモニュメントを最もよく表している。Paradesi Synagogueには、何世紀も前の

貴重なアンティーク・コレクションが展示されている。この建物の建築的な素晴らしさは、敷地内にさらに壮麗さを添

えている。

‘Paradesi’とは「外国人」という意味である。 シナゴーグ（礼拝堂）は、ユダヤ人がこの地域の文化形成に貢献した

ことを示す生きた証である。そのためユダヤ教のシナゴーグとも呼ばれ、1568年に最初に建てられ、1662 年にポル

トガル人によって破壊され、数年後にオランダ人によって再建された。巨大な中央ホール、立派な柱、大きく開け放た

れた窓、ガラスのシャンデリア、ランプ、陶器の床タイルなど、シナゴーグは目を楽しませてくれる。この場所には多

くの貴重な遺物があり、歴史好きにはたまらない。シナゴーグは、Fort Kochi に隣接するMattancherry のユダヤ人街

にある。このシナゴーグは、イギリス連邦で最も古い現役のシナゴーグであり、この地域に7つあるシナゴーグのうち、

現在も使用されているもののひとつである。





伝統的なKerala建築の最高傑作のひとつであるDutch Palace（別名Mattancherry Palace）は、保

護建造物に指定されている。ユネスコの世界遺産暫定リストに含まれている。

この宮殿は1545年頃、ポルトガル人が当時のKochi のマハラジャ、Veera Kerala Varmaに贈った

ものである。彼らが近くの寺院を略奪したことに起因するマハラジャの怒りを鎮めるために宮殿が

建設されたと言われている。Kerala の伝統的な‘nalukettu’様式で建てられた四角形の構造で、ヨー

ロッパの影響を受けている。この宮殿はオランダ統治時代に大きな変化を遂げたため、Dutch

Palace と呼ばれるようになった。インドの叙事詩や伝説を描いた壁画の見事なコレクションを所蔵

している。訪問者は誰でも、かつての Kochi 王国のマハラジャたちの生活やライフスタイルを知る

ことができる。過去数世紀にわたる多くの工芸品が保存されている。

かっての王国への賛辞





海軍力の台頭を描く
インドの強大な海軍力にふさわしい賛辞だ。海洋博物館は、Keralaの豊かな海洋の歴史について知るために必要

なすべてを提供してくれる。海軍の活動、その歴史、進化に光を当て、歴史に記録された船乗りの様々な武勇伝

を描いている。

博物館には多くのセクションがあり、インドの海軍の発展に関する様々な事実や数字が紹介されている。インダ

ス渓谷文明の時代、アラブとのつながりの時代、植民地時代の侵略などー進歩の段階が含まれており、何世紀に

もわたる海洋活動を総合的に理解することができる。レーダー、銃、対航空機ミサイルなど、さまざまな戦争記

念品を展示したコーナーもある。もうひとつの興味深いセクションは、エキサイティングな研究対象であるイン

ドの造船事業に捧げられている。 独立以来のインド海軍の勝利については、特別なセクションが設けられてい

る。







Fort Kochi に航海し、この地域を占領し、その後植民地化した初期の外国人グループの一つであるポルトガルは

今なお非常に生きている遺産を残している。インド・ポルトガル博物館は、ポルトガルがインド全般、特に

Kochi と共有したこのユニークな絆を如実に物語っている。

Fort Kochi の司教館内にあるインド・ポルトガル博物館は、この地域の芸術や建築にポルトガルが与えた影響を

展示している。館内には、祭壇、宝物、行列、市民生活、大聖堂の5つの主要セクションがある。チーク材で作

られた祭壇の一部、シャスブレ、木と銀で作られた行列用の十字架などが展示されている。インド・ポルトガル

博物館は、ポルトガルの文化遺産と Fort Kochi に与えたポルトガルの影響を保護するために設立された。この

プロジェクトは、Kochi 司教であった

故 Joseph Kureethra によって実行された。







これは、Kerala の人々を守り、今も守り続けている、すべての無私の警察官に捧げるにふさわしい

ものだ。インド初の国際観光警察署と警察博物館も、Kochiを訪れる観光客にさまざまなサービスや

施設を提供している。

2010年に開所したこの施設は、Mattancherry の Jew Town にある。観光警察署は、観光客が簡単、

便利、快適に旅行できるようサポートする。様々な問題に対処し、観光客のために解決策を見つけ

る。観光客はこの施設を利用して、パスポートやビザ、タクシーの手配、ボートのレンタルなどに

関するすべての疑問を解決することができる。警察博物館は観光警察署の敷地内にある。警察官の

制服、帽子、武器庫など、独立前の時代の興味深い展示品が展示されている。観光警察署と博物館

は観光客から好評を博しており、観光客はこの施設を最大限に利用し、旅行を楽にしている。





インドの主要なジャイナ(JAIN)教の巡礼地のひとつが、ここ Fort Kochi にあるジャイナ教寺院だ。

国際都市としての名声を確固たるものにするジャイナ教寺院は、その見事な建築と神聖な雰囲気で、

毎年何万人もの観光客を魅了している。 Fort Kochi は、異なる社会

文化、民族、宗教的背景を持つ人々が絶対的な調和を保ちながら暮らす場所のひとつである。ジャ

イナ教寺院は、この事実を証明するのにふさわしい場所である。この寺院は、Hirubhai Jivraj

Dhanji が、夫の Jivraj Dhanji を偲んで建てたものである。Mattancherry にあり、ジャイナ教第

15代 Tirthankara である Shri Dharmanath に捧げられている。寺院の建築はこの地域の他のどの

建物とも異なり、Gujarati Jain 寺院に似ている。内部は白い大理石でできており、様々な芸術作品

や彫刻で飾られている。寺院には毎日何千羽ものハトが集まり、すぐに穀物が与えられる。

神の脅威



この通りは、地元で買い物客の多い賑やかな場所のひとつである。



Keralaの中心部にいながら、ヨーロッパのどこかの小さな古風な町にテレポートしたような気分になると

したら、そこは Fort Kochi の Princess Street、別名 Loafer’s Corner だ。言いようのない幽玄な魅力が

ある。 Fort Kochi で最も古い通りのひとつである Princess Street は、ヨーロッパ

建築の謎めいた優美さを最大限に反映している。通りに沿って歩くと、コロニアル様式で建てられたさま

ざまなバンガローや建物を目にすることができる。活気あふれる通りには、カフェ、レストラン、キュリ

オショップ、アートギャラリー、さまざまな商業施設が軒を連ねている。朝には焼きたてのお菓子の香り

が漂い、夕方には陽気な人たちでいっぱいになる。いくつかの建物は観光客向けの快適なホームステイ先

にもなっている。スパやアーユルヴェーダセンターもあり、リラックスして若返ることができる。パーテ

ィーを楽しみたい人も、ショッピングを楽しみたい人も、あるいは単に旧世界の魅力を味わいたい人も、

ぜひ Princess Street を訪れてみてほしい。





Mattancherryには、エキゾチックなスパイスの心地よい香りが漂う通りがある。Spice Marketに

足を踏み入れると、まったく別の世界に誘われる。匂い、光景、生活-それは旅人にとって実に新鮮

な体験だ。 かつてスパイスと紅茶貿易の中心地として活況を呈していたMattancherryの

Jew Town は、今では昔の面影はない。 しかし、スパイスの取引は今も続いている。コショウ、シ

ョウガ、カルダモン、ターメリック......通りで売られているスパイスは、この土地にまったく新し

い魅力を加えている。この絵のように美しい場所を横切るだけでも、それ自体が経験となる。その

マーケットはホットなショッピングスポットだ。スパイス商人以外にも、この地域の芸術的な輝き

を反映したさまざまな珍品や工芸品を売る店がある。お気に入りのスパイスを買ったり、有意義な

時間を過ごした思い出を持ち帰りたいなら、ぜひSpice Market を訪れてみてほしい。





幽玄な魅力を放つ
この地域で最も堂々としたコロニアル建築の素晴らしさのひとつである Pierce Leslie Bungalowは、かつてコ

ーヒー商人であった Pierce Leslie & Co.のオフィスとして使用されていた。1892年に建てられ、現在では旅行

者を魅了する遺産となっている。 Pierce Leslie Bungalowはユニークな建築様式を持っている。

ポルトガル、オランダ、伝統的なKeralaの様式が見事に調和している。1階の天井には素晴らしい木製のパネル

があり、ドアには精巧な彫刻が施され、玄関には堂々とした弧が描かれている。部屋はかなり広く、構造全体に

比類ない壮大さを与えている。水辺のベランダもまた壮観で、Kochi のバックウォーターの素晴らしい眺めを提

供している。バンガローは 2つのハウスから構成されている - Old Harbour House と Koder House で構成さ

れ、それぞれに特別な魅力があり、この地を訪れるすべての人の目を引く。この荘厳な建物を眺めていると、

Kochi の植民地時代の歴史を肌で感じることができる。





Vasco Houseは、コロニアルとKeralaの様式が調和した、Fort Kochi ならではの建築様式を誇って

いる。アーチ型のドア、大きな窓、木製の天井など、この建物には特別な魅力があり、人々は思わ

ず足を止めて見入ってしまう。

伝説的なポルトガルの船乗り、Vasco Da GamaがKochi を訪れた際、ここに滞在していたと信じら

れている。Gamaは3度目のKOち訪問の際にマラリアにかかり、まさにこの家で亡くなったという

噂もある。それを証明する確かな証拠は多くないが、この話はこの地方の一般的な民間伝承の一部

となっている。Gama自身の人生と遺産のように、Vasco House は Fort Kochi の中心にそびえ立つ。

Vasco House は現在、個人所有の不動産でありホームステイになっている。リラックスして滞在で

きるよう、近代的な設備に改修されてはいるが、建物の古い魅力はまだ維持されている。

輝かしい伝承を讃える





歴史は歩み続ける
Fort Kochi の Parade Ground は、かつて 3つの植民地支配国の派手な軍事パレードが目撃された場所であり、

多くの王朝の興亡と新しい国家の樹立が目撃された場所でもある。

Fort Kochiの中心に位置する4エーカーのグラウンドは、主にポルトガル、オランダ、イギリスがそれぞれの政

権下で軍事目的、主にパレードに使用していた。ポルトガルはまた、まさにこの地面に武器を保管していた。オ

ランダ人とイギリス人はこの場所でさまざまな訓練を行い、ホッケー、サッカー、クリケットの試合にも使用し

た。さまざまな時期に、これらすべての植民地支配国の国旗がこの地に掲げられた。インド独立の日、ついにイ

ギリス国旗が降ろされ、インド三色旗が掲揚された。グラウンドは今日、地元の人々のための公共スポーツ施設

となっている。また、Kochi で毎年開催される有名な国際芸術祭Kochi-Muziris Biennaleの開会式の会場にもな

っている。





いろいろ経験できる一つの祭典

Fort Kochi では多くの祝賀行事が行われるが、住民が毎年心待ちにしているイベントがある。毎年

12月の最終週に開催されるこのカーニバルは、絶対的なお祭りのイベントであり、遠方からの観光

客を魅了している。 イベント全体は、新年を盛大に祝うという考えが中心となっている。

カーニバルは、この地域の文化の豊かさを示すものである。音楽やダンスを含むさまざまな芸術が

披露される。その他、ビーチサッカー、自転車レース、水泳、バドミントンなどのスポーツイベン

トも催される。大晦日には、華麗な行列が町の通りを練り歩き、祭りは終わりに近づく。

Fort Kochi Beach では、Pappanji（古い思想や考え方を象徴する巨大な老人の像）が新年の誕生と

ともに燃やされ、祝祭は終わりを迎える。





世界中から芸術集団がここに集い

彼らの芸術作品を展示する。



Kochiのように活気にあふれ、多様な文化が混在する都市では、芸術は新鮮でユニークな役割を果た

す。Kochi-Muziris Biennale は、芸術をすべてにおいて真剣に讃えるイベントを世界に紹介し、革

新的な考えやアイデアを共有するメディアとなる。 Kochi-Muziris

Biennale は、毎年世界中から数千人が参加する、今日世界でも有数のイベントである。このイベン

トはインド最大の美術展であり、アジア最大の現代アートの祭典でもある。Kelara の支援を受けた

Kochi Biennale 財団のイニシアティブにより、このフェスティバルはFort Kochi および近隣地域の

さまざまな会場で開催される。このフェスティバルには、世界各地から芸術家が集まり、作品を展

示する。 映画、彫刻、インスタレーション、絵画、パフォーミング・アートなど、さまざまな芸術

媒体が才能ある芸術家たちによって展示され、芸術を愛する観客に広く親しまれている。

新たな芸術的展望を求めて












